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柳久保遺跡群の発掘調査III



柳久保遺跡群の調査

ゃ,-sくぱい せさぐん

柳久保遺跡器の発掘調歪は1 985~198笠Eの4年間という長い間おこなわれましだ。調歪を終了可るにあだり、その成果
れらなし '''° ど さいせさじ人

をまとめましだ。 表紙の写真は1 988年に柳久保遺跡群 • 頭無遺跡ガら出土しだ細石刃文化の石蕗器で、約1.3万年前のも
ので可。まだ、上の写真は発掘調査中の柳久保遺跡群です。遺跡要とは数固の遺跡ガ集まつだものの師びガだで可。



柳久保遺跡群の調査

▲柳久保遺跡群の周辺図

▲1日石慈時代の調査風景0苔のようなところから石拐ガでましだ。）

土こ~ くら じようなん

柳久保遺跡要は、前橋市東部の荒子・荒□町にあります。 1985年、 『城南住宅団地』ガできることになりましだ。その

工事ガ始まると土の中にある昔の人だちの暮らしの跡ガなくなつてしまいます。昔の人だちの暮らしの跡を記録として
さ"うせつ き

残すだめに調査ガ始まりましだ。その結果、 1日石祀時代力‘ら歴史時代までの様刃な暮らしの跡ガ掘り出されましだ。そ

して今、それらのものは姿を消し、現代の人達の家ガ建ちならばうとしています。



l日石器時代の調査
時代番号 土の掴類 年 代 文化 火山灰の産地

現在
. c 現在の耕作土

；浅間山

l 現在- . 縄文回 (1108・1783年）
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R ふつう縄文時代の土羽や石iffllさ黒色土の中ガら出るが、本地域の湯合

は、ローム土ガ気象条件などにより動いているだめ、 その中ガら出て

いる。

▲地層断面 ▲地層断面の説明

かlらなし

1988年に調歪しだ柳久保遺跡群の南乗部に位置する頭無遺跡の赤土の中力‘ら多くの旧石拒時代の石裾ガ出ましだ。約

2.3万年前と約1.8万年前のナイフのような形をしだ石祀、約1.3万年前の北粗遥や東北地方に多く見られる石拒で可。特

に、約1.3万年前のものは細石刃文化と暉ばれるもので、前橋市はもとより、群馬黒内にあいても初めてみつガつだもの

で可。石養に使われだ石も群馬票内では見られないもので、東北地方から運ばれてきたものです。



l日石器時代の調査

j 

▲ナイフ形石黍（在2点ガ約1.8万年前、右2点ガ約2.3万年前の石拐です。）

1柳久保 （前 橋 市） 8北山 （藤 岡 市） 15長井坂城跡（利根郡招和村）

2梢形 （勢多郡宮城村） 9古城 （安 中 市） 16三峰神社襄（利根祁月夜野町）

3武井 （勢多郡新里村） 1吟郷八酪 （勢多郡北橘村） 17吾上 （ ｝） 

4和田 （新田郡笠懸村） 11房谷戸 （ ）） ） 18大竹 JI 

5岩宿 （ JJ ） 12諏訪西 （勢多郡赤城村） 19'JI 1'.J A ）） 

6藪塚 （新田郡藪塚本I!!)) 13見立溜井 （ ｝｝ ） 20大友舘址 ( JJ 

7下触牛伏（佐波郡赤堀II!!) 14努保沢中ノ山（ ）） ） 21後田 J) 

.A.I日石婆時代調査区全景（頭無遺跡） ▲群馬膿のI日石拐時代主要遺跡図

，，か つら

2m近い深さの“赤土"(関栗ローム層）の中から約2.3万年前のものと約1.8万年前の石裾ガみつガりましだ。この石
がた

裾は現在のナイフの形に似ていることガら‘‘ナイフ形石器’と呼ばれています。試し掘りをして石裾の出だ所を中心に

して、さらに広げて調査しま可。柳久保遺跡群で暮らしだ人々が吏つだ最も古い石の道具で可。



旧石器時代の調査

▼細石刃の着装例

,, ●出土地

R 細石核

⑨ 荒屋型彫刻刀

（石拒の形態については，木村英明、
芹沢長介、 麻生優、王建、明治大学
資料によるQ

"\J~ 

＇ 白滝9言鳳

北の流れ

｀ ` 
▲細石刃文化2つの流れ （週刊朝日百科「8本の歴史」35号を一部改変）

棒の
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刃
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石細

~ や が" '" こくとう 紅

④ 京屋型彫刻刀 •細石刃を軸に埋め込むための溝を掘る道具。
⑥ 紺 苔 笥 • • 細石核から薄く細長くはガしたもの。木な

どにはめ込んで槍や小刀として使用。
,-,'・<

c 細 石 核 ・細石刃を作るために木の葉のように加工さ

れたもの。
ふ ・tつかく'"せ,.,,,ヘ人

◎ 細石核調整剥芹細石核の形を整えた際に生じたかけら。
そう

⑥ 掻 器..動物の皮を整えてきれいにする。

R 削 歯..動物の肉を切つだり、木を削る。
..、か く 『・" . ヽ• はくへA

⑥ 石核調整剥片••石核の形を賂えだ際に生じだかけら。
’•い こ ： とう" .、人

◎ 彫刻刀削片••彫刻刀の刃をつける際に生じだかけら。
さヽ ・で かく,," "ささ 9へん

① 細石核稜付削片• •細石核をつくる時、最初に出だガけら。
▲細石刃文化の石拐名称函

細石刃文化には2つの流れガあります。シベリア地万ガら北洒遵を経て東日本へ伝わるものと中国南部から九州を経
さい せつかく

て西日本に伝わるもので可。柳久保遺跡群でみつガつだ細石刃文化は北からの流れに入るものです。細石核と言われる
さいせさじん

石裾ガら細石刃と暉ばれる石裾をはガし、それを木や角にはめ込んで槍の先や小刀のように使いましだ。



▼狩りに使っだあとし穴

縄文時代の調査

▲縄文時代のあとし穴全景（頭無遺跡）

~おとし穴の調酉風景（あとし穴の大きさがわかります。）

じようしI,

縄文時代は、約 1 万2千年前~2千年前の時代で可。この時代になると人は
和 t,

粕土を焼いて裾を造ることを知ります。これガ“縄文式土答＇と師ばれるもの
Lよく,,よ+

で可。自然のものを取って食糧としていましだガ、土蕗を使い物を煮て食べ

るという術や弓矢を使うことを身につけだのです。これガ、エ担を知らなかつだ時代との大きな違いです。まだ、土祀

の他に、石蕗や家の跡や動物を捕るだめに使つだおとし穴もだくさんみつかりましだ。



縄文時代の調査

▲約8干5百年前の土相 （早期・押型文土拐） ▲約8干5百年前の土拒（早期・押型文土括） ▲約8干年前の土裾（早期・沈線文系土蕗）

今までの時代と違い縄文時代になると土据と弓矢ガ発朋されます。約1万2干年前のことです。 土裾ガ発明されだこ
ましう ふせ い ちょ9

とにより人々の暮らしガだいそう変わりましだ。 上脚こよって、歯の摩耗を防ぎ、胃や腸などの消化を助けだり、食べ
さつさん じゆみよう

物を殺菌できるなどにより人々の寿命ガのびましだ。あ年寄りの長寿により文化ガ保存され発達しましだ。



縄文時代の調査

▲約8干年前のエ裾（早期・沈線文系土拐） ▲約8干年前の土祀（早期・沈線文系土括） ▲約7千年前の土拐 （早期・条痕文系土槃）

約1万年間続いだ縄文時代に使われだ縄文式土祀も時代によって様々な形に変わっていきましだ。初めに作られだ土
とが

蕗の底は平らなものですガ、次の時期には底の尖つだ土拒ガつくられる様になります。底の尖った土裾はわす力‘な期間

し力‘使われませんでしだ。その後は可っと底ガ平らな土裾ガ使われます。柳久保遺跡群でみつガつだエ括はこのわす力‘

な間に使われだ底の尖つだ土抱です。



古墳時代～平安時代の調査

いしだがわ

▲約1,600年前の土裾 （古墳時代前期•石田川式土器）
おにたか

▲約1,300年前の土拐（古墳時代後期•鬼高式エ蕗）

いずみ

▲約1,500年前の土拐（古墳時代中期•和泉式土裾）
まま

▲約1 .200年前の土拒（奈良時代 •真間式土祖）

けいしや

柳久保遺跡群では150軒をこえる家の跡ガみつガりましだ。台地の南に向ガつてゆるやかに傾斜する日当だりの良い斜

面に多くみつガりましだ。これは、 日当だりガ良く、自然の災害を受けにくい場所だガらです。古墳囲もも終わり頃（鬼
たい IIう たま すえ き はじさ

篇雨）になるとカマドガ使われるようになり、大砲の弾のような形の上裾ガあらわれます。まだ、須恵祀というエ師裾

よりガだい灰色の土祀ガ人々の間で使われるようになります。



古墳時代～平安時代の調査

▲約1,300年前の己l貴ガら出だ土釜（己墳時代後期）
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▲住居跡から出だ玉類の名称

▲約1.200年前の文字ガかかれだ土裾

まが たま るい ぼくしよ

昔の人ガあ祭りに使つだ石で作られだ勾玉類ガみつかりましだ。まだ、家の跡や井戸などから墨書土拐（墨で土巻に
はじ汽 つさ すえぷ つき わle

文字ガ書かれているもの）ガ56点出ましだ。種類は土師密の杯、須患密の杯、椀で可。墨書土祀出土の家の跡は今から

1,200年くらい前のもので可。書ガれている文字は 「田」ヽ

上で大変貴重な資料です。

「田郎.J と田に関迫するものガ多く、前橋市の歴史を考える



古墳と住居跡の調査

▲住居跡から出だだくさんの土裾

▲ 古墳の石室

▲工拐を使って作られだカマド

なかつるがや

柳久保遺跡群• 中鶴谷遺跡でみつガつだ古墳は、匿径21~22mの円墳です。横穴式石室で、赤城の自然石を少し加工
げんしつ II和

して積んでありま可。全長5m25cmで、玄室（死者を葬つだ所）は2m55cm、玄室へ逹じる部分（入り口）は2m70cm
せんてい

です。この古墳は石室の平面形ガ弧を描くことと、前庭（葬式をとりおこなつだ所）があること、出土しだ土釜などか

ら己墳時代の終わりごろ（今ガら1,300年前）に造られだものです。



掘立柱建物跡の調査

l

、-ー`ー＿～
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一
一

▲柳久保遺跡の住居と建物群

柳久保遺跡群• 柳久保遺跡の台地からは200~300個の柱の跡ガみつかりましだ。それらを整理しだ結果、 25軒分の建
籍菰ガみつガりましだ。そのほとんどは南側のゆるや力‘な斜面にありましだ。大きさは2間X3間(3.6mx5.4m)ガ

ほとんどで可。人ガ住むだめに使っだものガ、 生活にilli,1要な進具をしまつてあく物置に使っだもの力‘は分かりません。



平安時代水田跡の調査

▲絵のある土裾とまとまって出た土拐や骨、歯 ▲▲▲土拐に描ガれだ絵
てん にん

平安時代の水田跡の調査で、 1108C天仁元）年、洩間山噴火の際に降り積もつだ火山灰にうすもれだ水田跡から土祀

とブタの骨、ウマの歯ガまとまってみつガりましだ。この土拐の中に「鬼」や「ウマ」ガ墨で描かれていましだ。これ

らのものは、豊作を祈るだめに使われましだ。



▲現地貝学会のようす

柳久保遺跡群の調査を終えて

• → ・. ...  

_・, _, 

--

▲網酉を終えて

1985年ガら始まつだ柳久保遺跡型（約100,OOOm')の発掘調酉も1987年10月で終了しましだ。

発掘調査は「城南住宅団地」造成地内の台地の表面を総て取り除いて行われましだ。調歪の結果、旧石括時代の遺物、

縄文時代の土婆 • 石裾 • おとし穴、古墳時代以降の集落 • 古墳、平安時代の水田耕作にあける昔の人達の祈りに関する
ぱくしよ

墨画土拐、さらに、律令体制をうかガい知るような墨璽土裾等貴重な資料を得ることガできましだ。まだ、現地貝学会

は、だくさんの人だちガ訪れ怪況の内に終わりましだ。



32,000年を1年として見ると

12月17日8時24分00秒
中世

．し
i

.

私だちの祖先ガ

日本列島に住みついて

から、 32,000年といわれてい

ます。それを1年にたとえて

比較しだグラフです。

'oD 

柳久保遺跡群
前橋市教育委員会文化財保護室
前捻市上泉町 0272-31-9531

印刷 株式会社報遅

12月30日16時17分45秒

近代・現代大みそかの

6時28分48秒に昭和が始まる。


